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1 GigE Vision CMOS ラインスキャンカメラ      
 

 1-1 概要、特長 

 本カメラは CMOS イメージセンサを搭載したラインスキャンカメラです 

以下のような特長があります。 

 

（１) 2048 画素及び 4096 画素は画素サイズ 7μm × 7μm で高 S/N の画像が得られます。  

8192 画素は画素サイズ 3.5μm × 3.5μm で高精細の画像が得られます。 

（２) スキャンレート 48ｋHz（2K）24ｋHz（4K）12ｋHz（8K）の高速動作が可能です。 

（３) 映像出力のインターフェースとしてギガビットイーサネット（Ｇｉｇａｂｉｔｒ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）を採用しています。  

（４) 通信にてゲイン、オフセットの調整が容易に行えます。 

（５) FFC 補正によりイメージセンサの固定パターン、レンズのシェーディング、光量ムラをフラットにすることが 

できます。 

（６) 垂直・水平ビニング機能を搭載していますのでノイズを抑えて最大 4 倍の感度を上げることが可能です。 

（７) 独自の回路設計、機構設計にて最大限に小型、軽量にしています。 

 

1-2 カメラ性能仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

型式 TL-4K7AGE TL-2K7AGE
撮 像 素 子

画 素 数 4096 2048

画 素 サ イ ズ

受 光 素 子 長 28.672㎜ 14.336㎜

感 度 (DNnj/cm2)

飽 和 露 光 量 (ke-)

出 力 不 均 一 性

ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ

ビ デ オ 出 力
（ デ ジ タ ル 出 力 ）

8bit/10bit/12bit
GigE Vision方式準拠

8bit/10bit/12bit
GigE Vision方式準拠

ス キ ャ ン レ ー ト (scan/sec) 24kHz 48kHz

ラ イ ン 転 送 パ ル ス 入 力 41.7μ sec(Min) 20.8μ sec(Min)

電 源 容 量 +12V ±0.5V（0.4A以下） +12V ±0.5V（0.3A以下）

動 作 温 度 範 囲

動 作 湿 度 範 囲

保 存 温 度 範 囲

レ ン ズ マ ウ ン ト Fマウント Fマウント

重 量

外 形 寸 法

コ ネ ク タ

85%　MAX

-10℃～+65℃

12V電源　HR10A-7R-6PBヒロセ電機

I/O　HR10A-10R-12PBヒロセ電機

ゲ イ ン

デジタル出力 RJ-45(GigE)

撮　像　素　子　仕　様

CMOS Image sensor

7μ m×7μ m

gain1=1.2,gain2=4.8

46（typical）

標準　10% 飽和出力の50%時（素子上）

カ　メ　ラ　仕　様

メ　カ　ニ　カ　ル　仕　様

350g以下

60(W)×64(H)×68.8(D)突起部除く

60dB（素子上）

アナログゲイン　1倍 or ４倍

ADCゲイン　0.2倍　～　5.7倍

デジタルゲイン　１～ 5倍　0.125ステップ

0～+40℃
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受光感度波長 （TL-8K35AGE、TL-4K7AGE、TL-2K7AGE） 

        

 

 

 

 

 

 

  

型式
撮 像 素 子

画 素 数

画 素 サ イ ズ

受 光 素 子 長

感 度 (DNnj/cm2)

飽 和 露 光 量 (ke-)

出 力 不 均 一 性

ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ

ビ デ オ 出 力
（ デ ジ タ ル 出 力 ）

ス キ ャ ン レ ー ト (scan/sec)

ラ イ ン 転 送 パ ル ス 入 力

電 源 容 量

動 作 温 度 範 囲

動 作 湿 度 範 囲

保 存 温 度 範 囲

レ ン ズ マ ウ ン ト

重 量

外 形 寸 法

8bit/10bit/12bit
GigE Vision方式準拠

12kHz

83.3μ sec(Min)

Fマウント

コ ネ ク タ

85%　MAX

-10℃～+65℃

12V電源　HR10A-7R-6PBヒロセ電機

I/O　HR10A-10R-12PBヒロセ電機

ゲ イ ン

デジタル出力 RJ-45(GigE)

撮　像　素　子　仕　様

CMOS Image sensor

3.5μ m×3.5μ m

gain1=1.2,gain2=4.8

23（typical）

標準　10% 飽和出力の50%時（素子上）

TL-8K35AGE

8192

28.672㎜

カ　メ　ラ　仕　様

メ　カ　ニ　カ　ル　仕　様

350g以下

60(W)×64(H)×68.8(D)突起部除く

60dB（素子上）

アナログゲイン　1倍 or ４倍

ADCゲイン　0.2倍　～　5.7倍

デジタルゲイン　１～ 5倍　0.125ステップ

+12V ±0.5V（0.5A以下）

0～+40℃
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2 カメラ 機工仕様          
 2-1 外形図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2-2 センサー位置 

     下記は本ラインスキャンカメラのピクセル位置を示しています。各モデルにより CMOS イメージセンサの 

     位置が異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4K8K:Pixel＃1 

2K:Pixel＃1 

4K:Pixel＃4096 

8K:Pixel＃8192 

2K:Pixel＃2048 
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3 ソフトウェア・ハードウェアセットアップ      

3-1 初期設定 

3-1-1 設定前の注意事項 
アナログゲインを変更した場合は再度 FFC 機能を使用して下さい。出荷時、FFC 補正値 

以降の設定はすべて評価用ソフト GEVPlayer を使用した説明をしています。 

 

3-1-2 初期設定手順 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●周辺機器との接続（P9） 

 １、パソコンのスペック 

 ２、ネットワークアダプタインストールと設定 

 ３、ケーブル類の接続 

 ４、ヴュアーソフト（GEVPlayer）のインストール 

 ５、通信の確認（テストパターン） 

・OS ：Microsoft Windows XP(32bit 版) 

（SP2 以上 ※SP3 以上を推奨） 

または Vista(32bit 版) 

Microsoft Windows 7 (32bit 版／64bit 版） 

(Windows 2000 以前の OS は使用不可) 

・PC ：CPU Core2 Duo 2.4GHz 以上 

・ﾒｲﾝﾒﾓﾘ ：2GB 以上 

※画像表示が必要な場合はグラフィックカードをご使用くだ

さい。 

・Intel 社製の Pro/1000 LAN カード（NIC）を使用するか 

その互換品のチップセッを搭載した LAN カードを使用 

して下さい。 

●カメラ動作設定 （詳細 P12） 

１．カメラ動作モードの選択。 

  ・外部同期（12Pin コネクタ入力） 

  ・内部同期 

２．露光モードの設定 

  ・ライン露光 

  ・固定露光 

  ・パルス幅露光（12Pin コネクタ入力） 

●ゲイン値の設定 （詳細 P27） 

１．ADC ゲインの調整 

２．デジタルゲインの調整 

３．ビニング機能の設定 

当シリーズカメラの画像伝送インターフェース部分にはカナダ 

Pleora Technologies 社の GigE 対応 IP プロトコルエンジンで

ある iPORT が搭載されています．カスタムアプリケーションの

開発はこの iPORT 用のソフトウエア開発キット（SDK）を用い

て行います． 

●FFC 補正 （詳細 P22） 

補正前の確認：デジタルゲインを 0 に設定。 

１．暗レベルの補正 

２．明レベルの補正 

 

●保存 （詳細 P28） 

１．FFC 補正の保存場所 

２．FFC 補正の保存 

３．カメラ動作の保存 

・暗レベル補正 

 固定パターンノイズの補正、オフセットの調整を 

行います。 

・明レベル補正 

 出力不均一性の、レンズシェーディング、輝度ムラの 

 補正を行います。 

 ※工場出荷設定値が初期値として保存されています。 

補正の必要が無い場合はそのままご使用ください。 

・ビニング機能の設定（詳細 P26） 

 本カメラは数種類のビニング機能を搭載しています。 

 水平ビニング機能を使用した場合、GEVPlaye のコントロール 

ダイアログ”GEV Device Control”を用いて水平画素数の設定 

変更を行う必要があります。 

※詳細は別紙 GE カメラ接続編を参照ください。 

・本製品は GenICam API に対応しています． 

添付のＳＤＫ”eBUS-PureGEV Package”の中の表示ソフトの 

”GEVPlaye”は GEVPlaye”は GenICam API に対応しており， 

規定されたフィーチャー毎のパラメータ値をこのソフトウエア 

上から直接指定する事でカメラの設定内容を変更する事が 

出来ます。 

 

ADC ゲインを変更した場合。 
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 3-2 ネットワークアダプタの設定 
本シリーズカメラから出力される画像を高速にキャプチャーするには Intel 社製の Pro/1000 LAN カード（NIC） 

を使用するかその互換品のチップセットを搭載した LAN カードを使用して下さい。 

マザーボード内蔵の LAN I/F 機能を使用する場合はこの Intel 社製の Pro/1000 LAN カードのチップセット互

換品を搭載しているマザーボードを使用して下さい。 

カメラはイーサネット接続を使用して通信しネットワークのパフォーマンスを上げるためには 

static IP アドレスを推奨します。dynamic IP アドレスを使用することもできます。 

 

ネットワークカードを設定方法例 

 

1. [コントロールパネル]→[ネットワークと共有センター]→[アダプタ設定の変更]を選択します。 

2.インストールされているネットワークカードを選択し、[プロパティ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

3. [インターネットプロトコル（TCP / IP）]オプションを有効にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.「インターネットプロトコル（TCP / IP）」を選択した状態で、「プロパティ」ボタンをクリックします。 

5.「次の IP アドレスを使用する」を選択し、IP アドレスをカメラが使用する 192.168.5.100 以外のこのサブネット 

内のアドレスに設定します。 以下の例では、アドレス 192.168.5.50 が使用されています。 あるいは、 

「自動的に IP アドレスを取得する」を選択して、dynamic IP アドレスを使用します。 

6.サブネットを 255.255.255.0 に設定し、「OK」をクリックします。 

7.設定を保存するには、「OK」をクリックします。 
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ネットワークアダプタの設定 

1. [コントロールパネル]→[ネットワークと共有センター]→[アダプタ設定の変更]を選択します。 

2.インストールされているネットワークカードを選択し、[プロパティ]をクリックします。 

3. [ジャンボフレーム]を 9000 バイト以上にします。  

お使いの NIC がジャンボパケットをサポートしていない場合は、イメージ転送速度が遅くなります。 
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 3-3 カメラ電源ケーブル・イーサネット・トリガケーブルについて 

3-3-1 カメラ入出力コネクタおよび各部の説明 

   

  ○A．本ラインスキャンカメラはカメラ背面のＬＡＮコネクタと，ＰＣのＬＡＮ 

コネクタをＬＡＮケーブル（Cat-5e 以上）のケーブルで接続します 

 ○B．12V 電源入力に６Pin ヒロセ製コネクタを使用しています。 

 ○C．12V が供給されると赤 LED が点灯します。 

○D．GPIO（外部トリガ入出力）は 12Pin ヒロセ製コネクタを使用しています。 

○E．リンク速度表示ＬＥＤ。ギガビットイーサネット方式のLANカードや HUB に接続された時に点灯します。 

○F．リンク表示ＬＥＤ。データのアクセスがあった時に点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3-2 カメラ電源コネクタピンアサイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （注）LAN ケーブルを接続，または取り外すときは，必ずカメラ電源をＯＦＦにして下さい。 

           カメラに通電したままの状態でケーブルの着脱を行いますと故障の原因となります。 

  （注）カメラに各ケーブルを接続する時は，必ずカメラ電源，接続機器の電源を切っておいて下さい。 

  （注）当社の別売品カメラ電源以外の電源を使用する場合は，下記定格のものをご使用下さい。 

ご使用の際には必ず電源とカメラ接続ピンの対応を事前にご確認下さい。 

・電源電圧：ＤＣ１２Ｖ±10％ 

・電流容量：8００mA 以上（推奨） 

（電源投入時は１Ａ程度の過渡電流が流れる事が有りますのでご考慮下さい） 

・リップル電圧：５０mVp-p 以下（推奨値） 

 

 

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名

1 ＋１２Ｖ 4 ＧＮＤ
2 ＋１２Ｖ 5 ＧＮＤ
3 ＋１２Ｖ 6 ＧＮＤ

１

２

３ ４

５

６

＊電源接続コネクタ（HR 10A-7R-6P ヒロセ電機）          

（カメラ外側より見たピン配置） 

 

カメラ背面 カメラ前面 

A．LAN コネクタ 

B．電源コネクタ 

C．電源表示灯 

D．GPIO コネクタ 

E．リンク速度表示ＬＥＤ（橙） 

 

F．リンク表示ＬＥＤ（緑） 

トリポットアタッチメント 

F マウントレンズ、リリースボタン 



User Manual 

8 

 

 

3-3-3 GPIO コネクタピンアサイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      外部入出力回路 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3-3-4 RJ-45 コネクタ 
    本カメラのデータ出力はギガビットイーサネット方式の仕様となっています。 

 

RJ-45 コネクタアサイメント 

    ギガビットイーサネット規格（1000BASE-T／IEEE802.3ab）に適合したＬＡＮ（RJ-45 型）コネクタです。 

標準のギガビットイーサネット用 LAN ケーブル（ CAT-5e または CAT-6）を用いてパソコン側の LAN  

コネクタと接続します。 

ＬＡＮコネクタ (RJ-45 型 ) の各ピンに対応する新合名を以下に示します。 

       

 

 

 

 

 

 

 

ピン番号 信号名 内容 GEV Device 表記
1 INPUT_0- LVDS
2 INPUT_0+ LVDS/TTL
3 INPUT_1- LVDS
4 INPUT_1+ LVDS/TTL
5 Gnd Gnd -
6 OUTPUT_0- LVDS
7 OUTPUT_0+ LVDS/TTL
8 INPUT_2- LVDS
9 INPUT_2+ LVDS/TTL
10 N.C input -
11 OUTPUT_1- LVDS
12 OUTPUT_1+ LVDS/TTL

Line0

Line1

Line3

Line2

Line4 ＊I/O 接続コネクタ（HR 10A-10R-12P ヒロセ電機）    

（カメラ外側より見たピン配置） 

 

信号名 接続 I/O
1 TP0+ in/out
2 TP0- in/out
3 TP1+ in/out
4 TP1- in/out
5 TP2+ in/out
6 TP2- in/out
7 TP3+ in/out
8 TP3- in/out

6Pin・11pin OutPut 

7Pin・12pin OutPut 

LTC2854（LinearTwchnology） 

1Pin・3pin・8pin InPut 

2Pin・4pin・9pin InPut 

LTC2854（LinearTwchnology） 

FPGA 120Ω 

+3.3V 

GND 

FPGA 

8.2kΩ 
10kΩ 

+3.3V 

GND 
Line Format 
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本機では振動や衝撃が多い設置場所で使用する場合はスクリューロックタイプのＬＡＮケーブルを 

ご使用になれます。 

スクリューロックタイプのケーブルを使用する際はコネクタ固定ネジの部分にロックネジをねじ込み 

固定します。 

 

3-3-5 表示 LED 

 

本機の背面パネルには３個のＬＥＤ表示灯が配置されています．以下にそれぞれの動作内容を説明します。 

 

●動作表示ＬＥＤ（赤） 

電源が投入されていると赤が点灯します。 

●リンク速度表示ＬＥＤ（橙） 

本機がギガビットイーサネット方式（ 1000BASE-T）のＬＡＮポート（ＬＡＮカード），ＨＵＢに接続され 

ている時に橙色に点灯して表示します。これより低速の（100BASE-T，10BASE-T）ＬＡＮポートなどに接続 

されている時または本機がどこにもが接続されていない時は消灯状態となります。 

●リンク表示ＬＥＤ（緑） 

本機がイーサネットで他のＬＡＮポートなどに接続されており且つ，イーサネットを介してデータのアクセス 

が発生した際に点灯して表示します。 

 

 

 

 

 

 

 3-4  周辺機器・接続図 

 

●接続 

カメラと周辺機器の接続例を参照して下さい。 

 

①カメラのレンズ取付け部カバーを外し，レンズ 

（別売品）を取り付けます。 

②カメラとカメラ電源 AD-50（別売品）をカメラ 

ケーブル（別売品）で接続します。 

弊社標準カメラケーブル（6PS-シリーズ）での 

許容最大長は とな ２０ｍ っています。 

③カメラ背面のＬＡＮコネクタと，ＰＣのＬＡＮ 

コネクタをＬＡＮケーブル（Cat-5e 以上）のケ 

ーブルで接続します。 

標準的なＬＡＮケーブル（Cat-5e 以上）での許 

容最大長は とな １００ｍ っています。 

また高屈曲性ＬＡＮケーブルでの許容最大長は 

※３０ｍとなっています。 

（ケーブルメーカによって伝送能力は異なります） 

④接続状態を確認してからカメラ電源のスイッチを投入します． 

電源投入後１～２秒でカメラのバックパネル上の動作表示ＬＥＤが点灯し，動作状態となります。 

⑤別項の動作モードの設定方法，露光時間の設定方法に従ってカメラの動作モードを設定します。 

 

 

 

 LED 色 消灯 点灯 点滅
リンク速度表示 橙 LAN 無接続 or 10Mbps/100Mbpsで接続 1000Mbps で接続 ”  －

リンク表示  緑  LAN 無接続  LAN 接続  データアクセス中

Power Cable（６ｐｓ＊＊） 

Power supply（AD-50） 

LAN カード 

(LAN ポート) 

Intel PRO/1000 など 

カメラ 

LAN ケーブル 

（Cat-5e，Cat-6） 
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4 カメラコントロール           

4-1 カメラコントロールについて 

4-1-1 画像表示ソフトとＡＰＩ 

 

本機をＰＣにイーサネット接続し添付ＳＤＫの画像表示ソフト（GEVPlayer）を用いてＰＣモニター上に画像を 

表示させたり画像データを保存したりする事が出来ます。 

添付ＳＤＫに同梱されている表示ソフトウエア GEVPlayer の使用方法については別紙”ＦＣ-ＧＥシリーズ 

カメラ取扱説明書（接続編）”  の内容をご参照下さい。 

※添付ＳＤＫ（”eBUS-PureGEV Package”と”eBUS-Vision Package”）をインストールする事で添付され 

ている画像表示デモソフト”GEVPlayer”が利用出来る様になります． 

 

＜”GEVPlayer”を用いたカメラ設定操作＞ 

本製品は EMVA（European Machine Vision Association） GenICam API が制定した規格である に対応し 

ています． 

添付のＳＤＫ”eBUS-PureGEV Package”の中の表示ソフトの”GEVPlaye”は GenICam API に対応してお 

り，規定されたフィーチャー毎のパラメータ値をこのソフトウエア上から直接指定する事でカメラの設定内 

容（例．ゲイン設定，露光時間など）のほとんどを変更する事が出来ます． 

ここではコントロールダイアログの”GEV Device Control”を用いて種々の設定変更を行う例を示します． 

 

4-1-2 画像表示ソフトとカメラとの接続 

  GEVPlayer を起動すると以下のウィンドが開きます。 

  「Select/Connect」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

dynamic IP アドレスの場合はそのまま「OK」ボタンをクリックしてください。 

static IP アドレスの場合は「SetIPAddress」ボタンからカメラの IP を設定 

してから「OK」ボタンをクリックしてください。 
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接続が完了したら AcquisitionStart（Play ボタン）を押しコントロールダイアログの 

”GEV Device Control”をクリックします。 

これ以降の説明は”GEV Device Control”を用いて種々の設定変更を行う例を示します。 

例：テストパターンの出力。  

ImageFormatControl → TestImageSelector → GrayHorizontalRamp の項目を選択します。 

      下記は GEVPlayer で表示されているフィーチャーカテゴリをツリー型タブで表現しています。 

       ・ImageFormatControl      Width    

                           Height 

                           ・・・ 

                           TestImageSelector     OFF 

                                            GrayHorizontalRamp 

                                            GrayHorizontalRampMoving 

                                            GrayVerticalRampMoving 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜GEVPlaer の表示画面＞  

OFF：撮像状態です。 

GrayHorizontalRamp： 

GrayHorizontalRampMoving： 
GrayVerticalRampMoving： 
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4-2 カメラ動作設定 

4-2-1 カメラ初期状態（電源立ち上げ時） 

カメラは電源立ち上げ時以下のモードに設定されています。 

・外部同期 

・ライン露光 

・FFC 補正 ON※１ 

・ADC ゲイン（40） 

・デジタルゲイン（1 倍） 

・ビニングモード OFF 

 

 ※１、FFC 補正のパラメータは工場出荷テスト時のパラメータが保存されています。 

      暗レベルの補正値は目標階調が３階調に設定されています。 

明レベルの補正値は micro nikkor 105mm のレンズを使用し、 f4 無限遠の状態で 

波形中央部 130 階調に合わせ目標階調で 180 階調に調整されたゲイン値が保存されています。 

 

4-2-2 カメラ動作モード（Acquisition Control 設定） 

   カメラで撮像した画像情報の取得のための設定を行います。 

露光時間の設定、カメラのスキャンレートの設定、及びフレームやラインを外部 

入力より撮像するためのトリガ設定等を行います。 

 

 AcquisitionControl     Acquisition Mode         Continuous 

                                     SingleFrame 

                                     MultiFrame 

                 AcquisitionStart 

                 AcquisitionSｔop 

                 AcquisitionFrameCount 

                 AcquisitionLineRateAｂｓ 

                   ・・・ 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Acquisition Mode 

Continuous ：連続してフレームを取り込む。 

SingleFrame：AcquisitionStart 発行後、１フレーム取り込む。 

MultiFrame ：トリガ入力により複数フレーム出力する。 

 

AcquisitionStart：カメラに映像取得のコマンドを発行します。 

           GEVPlayer の Play ボタンと連動しています。 

AcquisitionSｔop：カメラに撮像停止のコマンドを発行します。 

           GEVPlayer の Stop ボタンと連動しています。 

AcquisitionLineRateAｂｓ：MultiFrame のフレーム数を設定します。 

AcquisitionLineRateAｂｓ：カメラのスキャンレートを設定します。 

※スキャンレートの最大値は各カメラによって異なります。 
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4-2-3 カメラ動作モード（Acquisition Control 同期設定） 

 

カメラの撮像動作はAcquisitionControl → TriggerSlector を使用する事によって、大きく分けて「外部同期」 

「内部同期」、2 種類の切り替えができます。 

AcquisitionControl → TriggerSlector の項目にある FrameStart  LineStart  FrameBustStart のすべての 

TiggerMode（トリガ入力）を OFF した場合「カメラ内部で同期信号を生成し撮像するモード」になります。 

何れかを ON にすることで「外部のトリガ信号（SYNC）で撮像するモード」カメラリアパネルに配置されている 

12Pin に入力する設定になります。 

 

AcquistionControl    AcquistionMode 

                 ・・・ 

               TriggerSlector     FrameStart       TiggerMode 

                                            ・・・ 

                                           TiggerActivation 

                             LineStarｔ        TiggerMode 

                                            ・・・ 

                                     TiggerActivation 
                                 FrameBustStart    TiggerMode 

                                                ・・・ 

                                               TiggerActivation 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  濃い青の項目に対し空色に塗りつぶされた項目が各設定できます。 

 

  ※トリガ入力を 12Pin より行う場合、I/O の設定が必要になります。 

    詳細は項目 3-2-4（）を参照ください。 

 DigitalIOControl     LineSelector     Line0       LineMode       Input 

                              ・・・       ・・・ 

                             Line4       LineFormat     TermON or TermOFF 

       

 

  次ページより FrameStart、LineStart、FrameBustStart のパラメータを設定する事でできる組み合わせの一例を 

  示します。 
 

 

 

 

 

 

  

FrameStart：トリガ入力により 1 フレーム分出力する。 

LineStart：トリガ入力により１Line 出力する。 

FrameBustStart：トリガ入力により複数フレーム出力する。 
※FrameStart と FrameBustStart の併用はできません。 
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内部同期モード 

FrameStart  LineStarｔ FrameBustStart の TiggerMode がすべて OFF の場合、トリガをカメラ内部で 

生成します。TriggerSoftware、TriggerSource、TriggerActivation の設定は無効になります。 

フリーランの状態です。 

Acquisition Mode が Continuous に設定されている場合、カメラは撮像停止（AcquisitionSｔop）が発行 

されるまでフレームを取得します。 

 

AcquistionControl    AcquistionMode 

                 ・・・ 

               TriggerSlector     FrameStart       TiggerMode     「OFF」 

                                           TriggerSoftware 

                                           TriggerSource 

                                           TriggerActivation 

 

                             LineStarｔ        TiggerMode     「OFF」 

                                           TriggerSoftware 

                                           TriggerSource 

                                           TriggerActivation 

 
                                 FrameBustStart    TiggerMode     「OFF」 

                                           TriggerSoftware 

                                           TriggerSource 

                                           TriggerActivation 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Acquisition Mode：Continuous

FrameStart

(カメラ内部生成)

LineStarｔ

(カメラ内部生成)

AcquisitionLineRateAｂｓの設定に従います。

ImageFormatControl→Heightの設定に従います。

exposur time
(カメラ内部生成)

frame出力

カメラデータ出力

無効 

無効 

無効 
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外部同期モード 1 

FrameStart の TiggerMode が ON  LineStarｔ FrameBustStart の TiggerMode が OFF の場合、 

カメラリアパネルに配置されている 12pin コネクタにトリガを入力し、フレームのスタートとします。 

ライン周期はカメラ内部で生成し 1 フレーム分出力します。 

 

AcquistionControl    AcquistionMode 

                 ・・・ 

               TriggerSlector     FrameStart       TiggerMode          ON 

                                           TriggerSoftware      ※Command 

                                           TriggerSource        Line1 

                                           TriggerActivation      RisingEdge 

 

                             LineStarｔ        TiggerMode         OFF  

                                           TriggerSoftware 

                                           TriggerSource 

                                           TriggerActivation 

 

                                 FrameBustStart    TiggerMode         OFF 
                                           TriggerSoftware 

                                           TriggerSource 

                                           TriggerActivation 

                                                           ※プッシュボタン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Acquisition Mode：Continuous

FrameStart

(12Pin input1-+)

LineStarｔ

(カメラ内部生成)

AcquisitionLineRateAｂｓの設定に従います。

ImageFormatControl→Heightの設定に従います。

exposur time
(カメラ内部生成)

frame出力

カメラデータ出力

無効 

無効 
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外部同期モード 2 

LineStarｔの TiggerMode を ON することでエンコーダ等の外部入力に同期し１Line の撮像が可能です。 

外部同期モード 1 と同様のカメラリアパネルに配置されている 12pin コネクタにトリガを入力します。 

下記例はエンコーダ設定使用していません。。 

 

AcquistionControl    AcquistionMode 

                 ・・・ 

               TriggerSlector     FrameStart       TiggerMode          ON 

                                           TriggerSoftware      ※Command 

                                           TriggerSource        Line1 

                                           TriggerActivation      RisingEdge 

 

                             LineStarｔ        TiggerModee          ON  

                                           TriggerSoftware      ※Command 

                                           TriggerSource        Line2 

                                           TriggerActivation      RisingEdge 

 

                                 FrameBustStart    TiggerMode         OFF 
                                           TriggerSoftware 

                                           TriggerSource 

                                           TriggerActivation 

                                                           ※プッシュボタン 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Acquisition Mode：Continuous

FrameStart

(12Pin input1-+)

LineStarｔ

(12Pin input2-+)

AcquisitionLineRateAｂｓの設定に従います。

ImageFormatControl→Heightの設定に従います。

exposur time
(カメラ内部生成)

frame出力

カメラデータ出力

無効 
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外部同期モード３ 

LineStarｔの TiggerMode を ON することでエンコーダ等の外部入力に同期し１Line の撮像が可能です。 

外部同期モード 1 と同様のカメラリアパネルに配置されている 12pin コネクタにトリガを入力します。 

下記例はエンコーダ設定を使用にしています。 

 

AcquistionControl    AcquistionMode 

                 ・・・ 

               TriggerSlector     FrameStart       TiggerMode          ON 

                                           TriggerSoftware      ※Command 

                                           TriggerSource        Line1 

                                           TriggerActivation      RisingEdge 

 

                             LineStarｔ        TiggerModee          ON  

                                           TriggerSoftware      ※Command 

                                           TriggerSource   RotaryEncoderInput 

                                           TriggerActivation      RisingEdge 

 

                                 FrameBustStart    TiggerMode         OFF 
                                           TriggerSoftware 

                                           TriggerSource 

                                           TriggerActivation 

                                                           ※プッシュボタン 

                     RotaryEncoderInputAsource     Line0 

                     RotaryEncoderInputBsource     Line2 

                     RotaryEncoderDirection        Clockwise 

                     RotaryEncoderDivider         0 

                     RotaryEncoderActivation       RisingEdge 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Acquisition Mode：Continuous

FrameStart

(12Pin input1-+)

A相
(12Pin input0-+)

B相
(12Pin input2-+)

LineStarｔ

AcquisitionLineRateAｂｓの設定に従います。

ImageFormatControl→Heightの設定に従います。

exposur time
(カメラ内部生成)

frame出力

カメラデータ出力

無効 
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外部同期モード４ 

FrameBustStart の TiggerMode が ON  LineStarｔ FrameStart の TiggerMode が OFF の場合、 

カメラリアパネルに配置されている 12pin コネクタにトリガを入力し、フレームのスタートとします。 

ライン周期はカメラ内部で生成し FrameBustStart に対し BurstFrameCount のパラメータで設定 

された分のフレームを出力します。 

 

AcquistionControl    AcquistionMode 

                 ・・・ 

               TriggerSlector     FrameStart       TiggerMode          OFF 

                                           TriggerSoftware       

                                           TriggerSource        

                                           TriggerActivation       

 

                             LineStarｔ        TiggerModee         OFF  

                                           TriggerSoftware       

                                           TriggerSource         

                                           TriggerActivation       

 

                                 FrameBustStart    TiggerMode          ON 
                                           TriggerSoftware      ※Command 

                                           TriggerSource        Line2 

                                           TriggerActivation      RisingEdge 

                                                           ※プッシュボタン 

                     BurstFrameCount   2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Acquisition Mode：Continuous

FrameBustStart

(12Pin input2-+)

LineStarｔ

(カメラ内部生成)

1フレーム 2フレーム

exposur time
(カメラ内部生成)

frame出力 frame出力
カメラデータ出力

無効 

無効 
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4-2-4 カメラ動作モード（Acquisition Control 露光設定） 

 

カメラの露光動作は AcquisitionControl → ExposureMode を使用する事によって、OFF（ライン露光） 

Timed（一定露光）、TriggerWidth（パルス幅露光）の３種類の切り替えができます。 

AcquistionControl     AcquistionMode 

                ・・・・ 

                ExposureMode            OFF or Timed or TriggerWidth   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ライン露光 

AcquistionLineRateABS で設定した周波数間露光します。 

AcquistionControl     AcquistionMode 

                 AcquistionLineRateABS      ＊＊Hz 

                 ExposureMode            OFF     

 

●一定露光 

ExposureTime で露光時間を設定します。 

 

AcquistionControl    AcquistionMode 

                  ・・・ 

                 ExposureMode     Timed     

                 ExposureTime     Nusec[Notes] 

 [Notes] 
  露光時間 = （N x 0.2）usec 

 

●パルス幅露光 

外部入力のパルス間露光します。 

 

AcquistionControl    AcquistionMode 

                  ・・・ 

                 ExposureMode     Width     

 

 [Notes] 

  12Pin へトリガを入力する必要があります。トリガ入力の設定、I/O の設定が必要になります。 

AcquistionControl→TriggerSlector→LineStarｔ→TriggerSource→Line＊  

DigitalIOControl→LineSelector→Line＊→LineFormat→TermOFF 
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4-2-6 カメラ動作モード（DigitalIOControl、I/O の設定） 

 Line1～Line4 の I/O を設定します。下記表はカメラリアパネルに配置されている 12pin コネクタと信号名 

 の関係を示しています。ピンに対し InPut/OutPut は固定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 LDVS 入力の場合は LineFormat を TermON に設定し、TTL 入力の場合は TermOFF に設定してください。 

  

 DigitalIOControl     LineSelector     Line0       LineMode        Input（固定） 

                              ・・・       LineInverter      False 

Line４                     True  

                                        LineStatuseAll      

                                        LineSource      True（固定） 

                                        LineFormat      TermON  

TermOFF 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ピン番号 信号名 内容 GEV Device 表記
1 INPUT_0- LVDS
2 INPUT_0+ LVDS/TTL
3 INPUT_1- LVDS
4 INPUT_1+ LVDS/TTL
5 Gnd Gnd -
6 OUTPUT_0- LVDS
7 OUTPUT_0+ LVDS/TTL
8 INPUT_2- LVDS
9 INPUT_2+ LVDS/TTL
10 N.C input -
11 OUTPUT_1- LVDS
12 OUTPUT_1+ LVDS/TTL

Line0

Line1

Line3

Line2

Line4
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5 カメラデジタル出力データ             
5-1 アナログ・デジタルデータ処理部 

下図は、アナログおよびデジタル処理の簡易ブロックダイヤグラムです。 

アナログ処理は CMOS センサーのアナログ出力を１倍、４倍のプリセット調整が可能です。また A/D 変換器 

のゲイン機能によって 0.2 倍～5.7 倍の利得を得ることが可能です。 

デジタル処理部はデジタルゲイン・オフセットの他に固定パターンノイズの補正（FPN）、出力不均一性の補正（PRNU）を 

含んでいます。これらの設定はすべてカメラ内部で計算され画素毎に実行されます。また暗レベルの目標設定値及び 

明レベルの目標設定値はユーザ設定することが可能です。 

     

カメラ出力信号フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-1-1 FFC 補正ブロック図 
通信コマンド Shade=1 の状態で電源を起動するとカメラは EEPROM から暗・明レベルの補正値をロード 

します。補正動作はスキャン毎に各画素に実行されます。補正値の取得方法については 4-3FFC 補正 

設定の項目をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アナログデータ 

 
      

 
       

 
 

 
 

 
 

アナログゲイン 

  

アナログオフセット 

 固定 

FPN calibration 

Offset 

PRNU calibration 

Shading calibratio 

FFC calibration 

  

デジタルゲイン 

デジタルデータ 

 

FFC ：Flat field correction 

FPN ：Fixed pattern noise 

PRNU ：Photo-Response Non-Uniformity 

Analog Processing Digital Processing 

・・・・ 

・・・・ 

・・・・ 

・・・・ 

・・・・ ・・・・ 

・・・・ 

・・・・ 

EEPROM 

 

電源投入時ロード 

 

暗レベル補正値 

 明レベル補正値 

 

CMOS イメージセンサーデータ 

 

×デジタルゲイン 

 

－暗レベル補正 

 

×明レベル補正 

 
カメラ内部 

 

カメラリンク出力 
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5-2 FFC 機能設定 
    CusutomFeatures の FFC_**を使用する事によって FFC 補正（Flat Field Correction）を操作する事が 

     できます。 
5-2-1 FFC 機能設定手 

レンズ及び素子等に依る波形ムラをフラットに調整する機能です。（本カメラは必ずＦＦＣ機能を使用して 

下さい。）  ※ＦＦＣ補正は電源投入後２０分間エージング後行ってください。 

 ・シェーディングは最も高いレベル以上に合わせます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意： FFC 補正手順は必ず「明レベル内部ゲイン値のクリア」「暗レベル補正」「明レベル補正」の順に行ってく 
ださい。また明レベル補正を再度行う場合でも暗レベル補正値が入力されていることが条件となります。 
FFC 補正の補正係数の算出はカメラ内部で複数の画像を必要とします。従って補正の実行は撮像状態 

で行ってください。外部同期モードの場合はカメラに SYNC 信号を入れる必要が有ります。 

 

5-2-2 補正前の処理、明レベル内部ゲイン値のクリア 

 
カメラ内部に残っているシェーディングゲイン値を“リセット”します。FFC_gain_clear にコマンドを発行する事で 
FFC 補正の明レベル RAM 領域のみクリアされます。 

 CusutomFeatures     FFC_gain_clear     ※Command      

                 ・・・ 

                 Binning 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Waveformbefore shading
255

0

Waveform after shading

To

Tg

Amplified per pixel



User Manual 

23 

 

    
 

5-2-3 暗レベル補正 
暗レベルは光のない状態で補正を行います。またビデオ出力のオフセットも決定されるため、最初に必ず行

う操作になります。設定された目標階調にカメラが補正します。 

 

Setp1：暗レベルの目標階調（暗）を設定します。FFC_target_for_offset にオフセットのターゲットレベルを設定し

ます。初期値 = 3 N: 0 ～ 255 

 CusutomFeatures     FFC_target_for_offset      3  

                 ・・・ 

                 Binning 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Setp2：レンズにキャップをします。 
 
Setp3：暗レベルの補正を開始します。FFC_mode→Auto_setting_for_offset で暗レベル補正を実行します。 
    COM_BUSY の値が 0ｘ00 で暗レベル補正が終わり次のコマンドを入力が可能になります。 
 

 CusutomFeatures     FFC_mode      Auto_setting_for_offset 

                 ・・・ 

                 COM_BUSY     0ｘ0 

                 Binning 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

補正前 　　　　補正後

255

0

3 3

255

0
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5-2-4 明レベル補正 
明レベル補正は各画素に同じ光量を与えた場合に水平な出力を得るために各画素にゲインをかけます。 

またこの補正機能は ODD/EVEN の補正機能を含みます。明レベル補正はビデオ出力を水平にするため 

の目標の値を設定し実行します。したがって各画素に補正ゲイン値を掛けるため目標階調は補正前に比 

べ高い値にセットしなければなりません。目標値はビデオ出力の最も高いレベルの階調より 

上に設定されます。 

 
レンズキャップを外して頂き、ビデオレベルの目標階調を設定します。撮像サンプルは均一な白色板を 
選び、目標値に対し現在のビデオレベルピークを約 70％調整し実行することを推奨します。 
（注意：異物が視野に入っていない状態で行って下さい。）  
※各画素に対してのゲイン値は、約 3 倍が最大です。 

  例：画素のピーク波形 150 階調の時、目標（200 階調）. 
 

 

Setp1：明レベルの目標階調（明）を設定します。FFC_target_for_gain にオフセットのターゲットレベルを設定しま

す。初期値 =200 N: 0 ～ 255 

 CusutomFeatures     FFC_target_for_gain      200  

                 ・・・ 

                 Binning 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Setp2：レンズが外します。 
 
Setp3：明レベルの補正を開始します。FFC_mode→Auto_setting_for_gain で明レベル補正を実行します。 
    COM_BUSY の値が 0ｘ00 で暗レベル補正が終わり次のコマンドを入力が可能になります。 
 

 CusutomFeatures     FFC_mode      Auto_setting_for_gain 

                 ・・・ 

                 COM_BUSY     0ｘ0 

                 Binning 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜補足＞ 
“analoggain”や“ADCgain”でカメラのゲインを変更された場合は再度上記暗レベル補正・明レベル補正を 
必ず行って下さい。 

255

0

180

130

180

約70％

255

0
入光時レベル
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5-2-5 明レベル補正の再設定 
明レベルのみ再設定の場合は以下のように行ってください。 

 

 
Step1：明レベル補正のクリア 

 CusutomFeatures     FFC_gain_clear     ※Command      

                 ・・・ 

                 Binning 
 
 

 

Setp2：明レベルの目標階調（明）を設定します。FFC_target_for_gain にオフセットのターゲットレベルを設定しま

す。初期値 =200 N: 0 ～ 255 

 CusutomFeatures     FFC_target_for_gain      200  

                 ・・・ 

                 Binning 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Setp3：レンズが外します。 
 
Setp4：明レベルの補正を開始します。FFC_mode→Auto_setting_for_gain で明レベル補正を実行します。 
    COM_BUSY の値が 0ｘ00 で暗レベル補正が終わり次のコマンドを入力が可能になります。 
 

 CusutomFeatures     FFC_mode      Auto_setting_for_gain 

                 ・・・ 

                 COM_BUSY     0ｘ0 

                 Binning 
 
 
 

5-2-6 FFC 補正の補正係数の確認 
以下の設定を行うビデオ出力として各ピクセルのデータが出力されます。 

 
●FFC 補正 シェーディングゲイン値の確認 
 

 CusutomFeatures     FFC_mode      SettingVuleOut 

                 ・・・ 

                 FFC_go        Gain 

                 Binning 
 

●FFC 補正 ＯＦＦＳＥＴ値の確認 
 

 CusutomFeatures     FFC_mode      Auto_setting_for_gain 

                 ・・・ 

                 FFC_go        Offset 

                 Binning 
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5-2-7 画素ビニングモード設定 

画素ビニングモードは 5 種類の切り替えが可能です。 

 CusutomFeatures     FFC_mode  

                 ・・・ 

                 FFC_go    

                 Binning      Binning_OFF 

 

・Binning_OFF ノーマルモード  ： N 画素 （N 画素）   初期状態 

・Horizontal_addition 水平ビニングモード  ： N 画素 （N/2 画素）  

・Vertical_addition 垂直ビニングモード  ： N 画素 （N 画素）    

・H_V_addition 水平垂直ビニングモード ： N 画素 （N/2 画素）  

・Horizontal_average 水平平均モード  ： N 画素 （N/2 画素）  

・Vertical_average 垂直平均モード  ： N 画素 （N 画素）    

・H_V_average 水平垂直平均モード  ： N 画素 （N/2 画素）  

※TL-8K35AGE N=8192 TL-4K7AGE N=4096 TL-2K7AGE N=2048 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

カメラは7um*7um 2048pixlsで撮像する。

・・

7um*7um 2048pixls

CC1:SYNC

被写体

・・

内部バッファ

・・

・・

・・

スキャン方向

流れ方向

カメラ内で１Ｌｉｎｅ分のデータを保持する。

カメラは7um*7um 2048pixlsで撮像する。

・・

7um*7um 2048pixls

CC1:SYNC

被写体

・・

内部バッファ

・・

・・

・・

スキャン方向

流れ方向
・・・

カメラ内で１Ｌｉｎｅ分のデータを保持する。

水平2画素を加算して1画素とする。

計算上14um*7um 1024pixlsで出力する。

カメラは7um*7um 2048pixlsで撮像する。

・・

7um*7um 2048pixls

CC1:SYNC

被写体

・・

内部バッファ

・・

・・

・・

スキャン方向

流れ方向

カメラ内で１Ｌｉｎｅ分のデータを保持する。

2画素を加算して1画素とする。

計算上7um*14um 2048pixlsで出力する。

・・

7um*7um 2048pixls

●ノーマルモード

●水平ビニングモード

●垂直ビニングモード

カメラは7um*7um 2048pixlsで撮像する。

・・

7um*7um 2048pixls

CC1:SYNC

被写体

・・

内部バッファ

・・

・・

・・

スキャン方向

流れ方向
・・・

カメラ内で１Ｌｉｎｅ分のデータを保持する。

4画素を加算して1画素とする。

計算上14um*14um 1024pixlsで出力する。
●垂直垂直ビニングモード 水平垂直平均モード

・・
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5-3 ゲインコントロール 

AnalogControl→GainSelector を切り替えることで ADC ゲイン、Analoggain、デジタルゲインを使用する事ができます。 

 

5-3-1 ADC ゲインコントロール 
A/D 変換器のゲイン機能によってデジタル信号化の前に利得を得ることが可能です。 

 AnalogControl     GainSelector      ADC        N 

                            AnaloglAll 

                            DegitalAll 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    縦軸 ： 倍率 （40 を１倍としています） 

横軸 ： 設定値 Ｎ 

 

※ゲインの変更後は、ＦＦＣ機能を再度行うことを推奨します。 

 

5-3-2 アナログゲインコントロール 
アナログゲインを変更する事によって 1 倍と 4 倍を選択する事ができます。 

 AnalogControl     GainSelector      ADC         

                            AnaloglAll     1 or 4 

                            DegitalAll 

 

※ゲインの変更後は、ＦＦＣ機能を再度行うことを推奨します。 

 
 

5-3-3 デジタルゲインコントロール 
    デジタルゲインを変更する事で 1/64 ステップでゲインを調整する事ができます。 

 AnalogControl     GainSelector      ADC         

                            AnaloglAll      

                            DegitalAll     N 
 
 
                   ゲイン値 = （ １ ＋ N / 64） 

                         N: ０ ～ 255 初期値 = ０ 
 

[Notes] 
        カメラからの出力を ODATA、FFC 補正後のオフセット（黒レベル）OFS とするとデジタルゲインを 
        実行した結果は以下で表されます。 
        ODATA =  (１ ＋ N / 64) x (ODATA - OFS) + OFS 
  

TL-4096ACL、TL-2048ACL 
logrl 倍率

0 5.7
5 3.4

10 2.43
15 1.92
20 1.7
30 1.23

40 1

50 0.84
60 0.7
70 0.6
80 0.5

110 0.2
220 0.1
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5-4 設定値のセーブとロード 
UserSetSelector → UserSet1→UserSetSave を使用する事によって、EEPROM（不揮発性メモリ）へ 

ユーザー設定を保存ことができます。この動作は現在のカメラ動作にかかわるセッティング・パラメータを 

保存します。FFC 補正の係数を保存するには別途保存が必要です。詳細は次項目に記載されています。 

これらのコマンド実行後、カメラ電源投入時、カメラはユーザー設定で自動的に起動します。 

また UserSetSelector → UserSet1→UserSetLoad を使用する事によってカメラに保存されているデータを 

読み込むことが可能です。 
 UserSetSelector     UserSet1    UserSetSave 

 

 UserSetSelector     UserSet1    UserSetLoad 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-4-1 ＦＦＣ補正の係数を保存と読出し 
     Save_FFC にコマンドを発行する事で明レベル補正、暗レベル補正の係数を保存する事ができます。 

次の２種類のコマンドを使用して、EEPROM（不揮発性メモリ）へユーザー設定を保存ことができます。 
CusutomFeatures  Save_FFC 
 
FFCCorrectedValueStoreMode と FFCCorrectedValueStoreBank を設定する事で保存先を選定する事が 
できます。保全エリアは Bank0～Bank3 の 4 エリアです。 

これらのコマンド実行後、カメラ電源投入時、カメラはユーザー設定で自動的に起動します。 
 

CusutomFeatures  FFCCorrectedValueStoreMode      UserDefaultAccessArea      Bank0 
                                                                  ・・・ 
                                                                 Bank3 
 

UserBANKArea          Bank0 
                                                                  ・・・ 
                                                                 Bank3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FFC 補正セーブとロード 電源投入時 

ＦＦＣ実行エリア 

EEPROM 

ＦＦＣ実行エリア 

バンクエリア 3 

バンクエリア 0 

・・・・ 

EEPROM 

バンクエリア 3 

 

バンクエリア 0 

・・・・ 

bank=0 

 

bank3 

 

バンクナンバーのデータが 

ロードされます。 
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5-5 テストパターンの出力 

  ImageFormatControl → TestImageSelector 

テストパターン機能をＯＮとすると撮像素子からの映像出力の代わりに下記に示す様な画像が出力されます。 

 

5-5-1 テストパターン１ 

０階調から８画素単位で 1 階調ずつ上がります。 

 

 

5-5-2 テストパターン 2 

   縦方向には、4 ライン単位で 1 階調上がり、横方向に 8 ピクセル単位で 1 階調上がる。 

 

testp=2  <CR>    <-   テストパターン 2 を出力する。 

  

5-6-3 テストパターン 3 

垂直方向に０階調から８画素単位で 1 階調ずつ上がります。 
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6 フューチャーカテゴリ一覧         
 

  Feature 一覧 

本製品は EMVA（European Machine Vision Association）が制定した規格である GenICam API に対応 

しています。 

次頁以降に本製品が対応している項目（Feature）とその内容を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Category Feature & Values 説明

AcquisitionControl AcquisitionStart/Stop 映像表示スタート、ストップ。

ImageFormatControl CameraOffsetX

TestImageSelector 0:OFF, 1:, 2:, 3:, 4:

Scan_dir スキャン方向切替

ExposureMode 0:Off / 1:Timed / 2:TriggerWidth

ExposureTime 露光時間( N x 0.2us + 2us )us

AcquisitionControl AcquisitionLineRateRaw ＊＊Hz

AnalogControl\Gains AnalogGain 0:1倍 / 1:4倍

ADCGain 0-32-160 入力は255まで可能

DigitalGain デジタルゲイン(FPGAで実現)

UserSetControl UserSetSave カメラ設定Save

UserSetLoad カメラ設定Load

CustomFeatures Binning Binning設定

AcquisitionControl フリーランモードで動作。

FrameStartがOffの時FrameBurstモードで動作する。

TriggerSourceFrameBurstStart 0:Line0 / 1:Line1 / 2:Line2 / 3:Software

AcquisitionBurstFrameCount ここで決める数Frameを出力し、次のFrameBurstStartを待つ。

AcquisitionControl TriggerModeFrameStart 0:Off / 1:On

TriggerSourceFrameStart 0:Line0 / 1:Line1 / 2:Line2 / 3:Software

TriggerDelayLine Line数遅延設定。

AcquisitionControl TriggerModeLineStart 0:Off / 1:On

0:Line0 / 1:Line1 / 2:Line2 / 3:Software

RotaryEncoderInputで設定された状態の信号が入る。

TriggerActivationLineStart 0:RisingEdge / 1:FallingEdge / 2:AnyEdge

TriggerModeFrameBurstStart

TriggerSourceLineStart

AcquisitionLineRate= 1 / ( (AcquisitionLineInterval x 0.2us) + (MinInterval x 11.7647ns) ) 

↑Feature
AcquisitionLineInterval= (1000000000 / ( Height * FROM ) 

↑
AcquisitionFramRate= 1000000000 / ( Height * (TO * 200 + 2078 * 11.7647) )
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TriggerActivationLineStart 0:RisingEdge / 1:FallingEdge / 2:AnyEdge

AcquisitionControl RotaryEncoderInputAsource 0:Line0 / 1:Line1 / 2:Line2　A相に使用する入力PINを設定。外部入力（12ピンコネクタ）

0:Line0 / 1:Line1 / 2:Line2　B相に使用する入力PINを設定。外部入力（12ピンコネクタ）

B相がGNDになるとA相だけが有効になる。

RotaryEncoderDirection 0:Clockwise / 1:CounterClockwise　回転方向を指定。

RotaryEncoderDivider パルスを間引く。N本間引く。

RotaryEncoderActivation 0:RisingEdge / 1:FallingEdge / 2:AnyEdge　A/B相のエッジ選択。

LineInverter

LineFormat

LineMode

0:Off

UserOutputValueで設定された論理で出力される。

StrobeSignalDelay,StrobeSignalOnTimeで設定されたパルスが出力される。

露光期間Highとなる信号が出力される。

LineInverter 0:False / 1:True

LineFormat Disenable

UserOutputValue0-4 0:False / 1:True

StrobeSignalDelay 0-65535

StrobeSignalOnTime 1-65535

0:Off　FFC off

1:On　FFC on

2:Output setting value　Output setting values of FFC through video output.

3:Set value each pix

4:Set value all pix

5:Auto setting for gain

6:Auto setting for offset

7:On(Only offset)

現在の波形の一番高いレベルにFFC_add_target_for_gainを足したレベルを目標レベルにしてGainの自動補正

FFC_target_for_gain

FFC_add_target_for_gain 8:Auto setting for gain (Auto Target)で現在の最大レベルにこの値を足してGainの目標とする

FFC_target_for_offset

FFC_go FFC_modeが[2:Output coefficent]の時、出力する補正値を切り替える。

FFC_ul
FFC_modeが[2:Output coefficent]の時、出力するバイトを切り替える。

(映像出力で出せるのは8bit。ビデオは最大12bitあるので２バイトに分けて出力)

FFC_data

FFC_address

FFC_set ボタンで実現。FFCデータセット。

FFC_save ボタンで実現。FFC補正値保存。

FFC_load ボタンで実現。FFC補正値ロード。

FFC_RAM_CLR_Gain FFCのRAM(Gain)のクリア。

FFC_load_factory ボタンで実現。FFC補正値(工場出荷時)ロード。

FFC_bank_mode FFC保存先を標準にするかBANK指定するかの切り替え

FFC_number_of_bank FFC保存先のBANKを指定。

FFC_mode

RotaryEncoderInputBsource

LineSource
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7 その他注意事項               
 

 ＣＭＯＳイメージセンサーの保護ガラス上にゴミや埃が付くと、この部分のフォトダイオードは信号が出力 

されませんので、欠陥画素と同じ症状になります。 

この場合はエアースプレーでゴミや埃を吹き飛ばして下さい。但し、この時エアースプレーから水滴が 

吹き付けられる事がありますので注意して下さい。 

 エリア・ラインスキャンカメラは直射日光の当たるような高温場所に保管しないように注意して下さい。 

 エリア・ラインスキャンカメラに通電状態でカバーを開けたり、コネクタの抜き差しをすると動作不良や 

故障の原因になりますのでお止め下さい。 

 製品を破棄される場合は、専用の産業廃棄物処理業者に処理を委託して下さい。又、製品を使用する 

国や地方の法律や条令に従って処理を行って下さい。 

 強力なノイズが発生する機器の近く、静電気の強い場所で使用されないようにお願いします。又、アース 

が完全でない場合はノイズの誘導を受ける場合があり、誤動作の原因にもなりますのでご注意下さい。 

 弊社都合により予告無く仕様を変更する場合があります。 

 

お 願 い 

●本書の内容の一部または全部を無断転載する事は固くお断りします。 

●本書の内容については将来予告無しに変更する事があります。 

●本書にないようについては万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、 

●記載漏れなどお気づきの点がありましたらご連絡下さいますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 


